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国
指
定
天
然
記
念
物
「
十
三
崖

の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地
」
に

お
い
て
、
市
の
鳥
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
と
河
川
に
生
息
す
る
鳥
た
ち
を

観
察
す
る
「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
探

鳥
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
か
わ
い
い
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の

ヒ
ナ
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
５
月
29
日
㈯

時
間
　
午
前
９
時
１５
分
～
１１
時

場
所
　
夜
間
瀬
川
（
十
三
崖
対

岸
）
河
川
敷

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
探
鳥
会

　
近
年
営
巣
数
が
激
減
す
る
十
三

崖
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地
に

再
び
多
く
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
が

舞
う
姿
を
取
り
戻
す
た
め
設
立
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
十
三
崖
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
応
援

団
」
は
、
今
年
７
月
で
４
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
現
在
、「
十
三
崖
チ
ョ
ウ
ゲ
ン

ボ
ウ
応
援
団
」
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容

①
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
が
す
み
や
す

い
環
境
作
り
。

②
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
や
水
辺
の
生

物
の
観
察
会
。

③
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
や
十
三
崖
に

つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
。

申
込
方
法
　
入
会
申
し
込
み
用
紙

に
記
入
し
、
直
接
持
参
し
て
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
申
し
込
み
用
紙
は
、
市
役
所

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
入
会
申
し
込
み
用
紙
の
様
式

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ク
ス
�
３
１
１
７

Ｅ
メ
ー
ル
　shogai@

city.nakano.
nagano.jp

入
会
金
　
中
学
生
ま
で
無
料
、

高
校
生
５
０
０
円
、
大
人

１
０
０
０
円
（
年
会
費
無
料
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
３
８
９
‐
２
１
９
２
　
中
野
市

大
字
豊
津
２
５
０
８
番
地

市
役
所
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

受
付
　
午
前
８
時
45
分
～
９
時
15
分

観
察
指
導
　
末
崎
朗
先
生
（
新
潟

県
森
林
施
設
課
）、
北
澤
善
政
先

生
（
日
本
野
鳥
の
会
会
員
）

参
加
料
　
無
料

※
当
日
は
、
直
接
開
催
場
所
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。
長
野
電
鉄

信
濃
竹
原
駅
か
ら
の
送
迎
も
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

　
一
昨
年
に
市
へ
寄
贈
・
寄
託
さ

れ
た
「
山
田
家
」
の
屋
敷
お
よ
び

資
料
は
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
今

後
、
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
が
、
現
在
、
山
田
家
の
一
部

施
設
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
先
行
し

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
調
査
が
終
了
し
た

古
文
書
に
つ
い
て
も
閲
覧
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
　
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始

公
開
内
容

・
屋
敷
、
庭
園
な
ど
の
公
開

・
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
や
、

陶
磁
器
な
ど
の
展
示

閲
覧
可
能
な
古
文
書
　
『
東
江
部

村
山
田
庄
左
衛
門
家
文
書
目
録
』

に
掲
載
の
古
文
書

申
込
方
法
　
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
生
涯
学
習
課

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

市
立
博
物
館
　
☎
�
２
０
０
５

山
田
家
施
設
　
☎
�
２
９
５
５

山田家の施設・古文書を
公開しています

　
昨
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物

館
に
出
品
す
る
た
め
故
郷
を
離
れ

た
市
指
定
文
化
財
「
土
偶
」
が
、

中
野
市
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

『TH
E PO

W
ER O

F D
O

G
U

』

の
名
称
で
開
催
さ
れ
た
海
外
展
で

は
、
日
本
に
お
け
る
土
偶
の
容
姿

と
そ
の
内
面
に
隠
さ
れ
た
信
仰
を

テ
ー
マ
と
し
、
多
く
の
人
々
か
ら

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
帰

国
後
、
国
立
博
物
館
の
『
国
宝
土

偶
展
』
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
存
在

は
全
国
的
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
博
物
館
で
は
、
無
事
に

帰
郷
し
た
土
偶
を
中
心
に
、
開
館

１
周
年
記
念
と
し
て
特
別
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
展

に
出
品
し
た
茅
野
市
の
国
宝
「
縄

文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
と
、
重
要
文
化

　
５
月
１
日
㈯
か
ら
、
博
物
館
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

投
影
方
法
を
従
来
の
ス
ラ
イ
ド
式

か
ら
動
画
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
動
画
映
像
が
楽

し
め
る
だ
け
で
な
く
、
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
季
節
に
見
え
る
星

座
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
解
説
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
家
族
揃
っ
て
博
物
館
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

財
「
仮
面
の
女
神
」
の
複
製
品
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
約
１
年
ぶ
り
の
市
内
展
示
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
５
月
23
日
㈰
ま
で

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
閉
館
３０
分
前
ま
で
入
館
可
）

会
場
　
市
立
博
物
館
　
展
示
室

休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

観
覧
料

大
人
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
０
０
円
（
８０
円
）

※
か
っ
こ
内
は
団
体
割
引

※
小
中
学
生
、
市
内
在
住
の
70
歳

以
上
は
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
立
博
物
館
　
☎
�
２
０
０
５

投
影
日
　
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日

投
影
開
始
時
間

土
曜
日
　
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時

日
曜
・
祝
日
　
午
前
１１
時
、
午
後

１
時
、
２
時
、
３
時

観
覧
料

大
人
４
０
０
円
（
３
２
０
円
）

高
校
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※
か
っ
こ
内
は
団
体
割
引

※
小
中
学
生
、
市
内
在
住
の
70
歳

以
上
は
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
立
博
物
館
☎
�
２
０
０
５

市
役
所
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

中野の土偶が帰ってきました

プラネタリウムを
　　　　　 リニューアル

開館
１周年記念博物館中野市立

▲山田家の展示
▲渦巻銀河（プラネタリウムでは、神秘的な宇宙に

ついて、さまざまな映像をご覧いただけます）

十
三
崖
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
応
援
団

会
員
募
集
中


